
令和 5 年度 地元産業界等との地域の課題解決に向けた連携事業の実施 

 

1．連携している地元産業界等の組織名称 

株式会社 MYG など 

 

2．当該連携事業における地域の課題、その課題解決に向けて設定した目標 

課 題 

 アフターコロナにおける地元産業・飲食業界の活性化 

目 標 

イベントの運営を通じた、コロナ禍に落ち込んだ地元産業・飲食業界のサポート 

 

3．2 の課題の解決に向けて実施する取り組みの内容 

コロナ禍で需要の落ち込んだ飲食店に活気を取り戻すことを目的として、2021 年に函館

市大門地区のはこだてグリーンプラザで「はこだてダイナマイトサマーフェス」が初めて開

催された。2022年に引き続き今年も 2023年 7 月 15日から 17 日まで、本学学生が上記イベ

ントに参加し、出店している飲食店や企業をサポートするとともにイベント運営を通じて

チームで取り組むことを学ぶ機会となった。 

 上記イベントは、飲食店ブース、ステージ発表、子供向けバイク体験の 3つに分かれてい

たため、学生も 3つのグループを作って活動した。それぞれのグループにおいて学生は「自

分たちにできること」を話し合い、2023 年 7 月 4 日に行われた打ち合わせでは、株式会社

MYG のイベント担当者もお越しになって、このイベントが生まれるに至った経緯などもお話

しいただいている。また、この場では NHK 函館放送局が上記イベントとこれに関わる本学学

生への取材も行っており、後日 7月 14 日にはこの模様が夕方の番組の中で放送されている。 

実際の学生の活動についてだが、飲食店ブース担当のグループは各飲食店の販売のサポ

ートを中心に、飲食店エリア全体を盛り上げるための飾り付けや来場者を対象としたアン

ケート調査を実施した。ステージ発表担当のグループは、主にイベント期間中に行われる

様々なステージ発表へ出場する演者のステージマネージメントを行った。また、悪天候に見

舞われた日もあり、その日はステージ上の雨水を排水するなどの舞台管理も行っている。最

後の子供向けバイク体験担当のグループは、バイク体験会場の設営・撤収のお手伝い、当日

の体験希望者への説明や順番待ち管理を行った。 

 イベント終了後、学生は各グループで自分たちの企画について取りまとめ、実際にどの程

度達成できたかを 2023 年 7 月 26 日の報告会にて発表した。報告会には株式会社 MYG のイ

ベント担当者にも同席いただいている。担当者からは「主催側では気が付かなかった点をサ

ポートしてもらえた」「来年もまたぜひサポートしてもらいたい」等のコメントをいただい

た。 

 


